




































































































































































































































部1卸 花序の構造とその階周性一・M・M・-一一一一一一.-.・M・-一一一一一ー 一 4白
第2師 花庫知連の規則性と租の特異性並びに可変性一一一一-一一一ー一一一一 6 






s.温度。日長処理が生長と花序斑連に及ぼす影響一一一一一一一一一・一一- . 22 
4.生畏閥師物質散布処理が生長と花序知連に及ぼす影響一一一一一一ー一一 25
第3節 形脂観察一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一 27





第8町 BA散布処理による花序弼連の制御一一一一一一一一一一一一一一一一 44 
第4即 ベゴェァ。 Jレツェルナ花障の構成と尭連特性(要約)一一一一一一一一 45 
第4牢 ポインセテア(担曲旦H旦 Pulcherrim~ ¥'/ild.)の祖合花序の構成と
知連並びにその制御一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一 47
第1節祖合花序の構成と亮述一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一--. 47 
第2節 誠光処理が担合花序の艶述に及ぼす彫弾一一一一一一一一一一一一一一 57 
第3即 出荷適期について一一一一....._......一一一個M・M・M・M・-一一一一一一個一一 61
諦4節 目日花株の栄誕生長への転換過龍の観察一一一一一一一一一一一一一一一 63 
第5師 サイトカイニン散布処理による担合花序の罰遇制御一一一一一一一一一 68 
貫~6 師 ポインセチアの組合花序の構成と持出特性(要約) 一ー一ー 一一一一一一 71 




部s師 カランコエ花序の構成と尭連特性(要約) 一一一M 一一一一一回一一一冊割 86 
諦6草 シιクコンカスミソウ(色白血恒1旦且叫旦担担L.)の花序の梢成と
兜述並びにその制御一一一酬明一一"一一ー一一-一一一一"一一一-一一一一 88
第l即 花ff.罰述の規則性と可変性一一ー 一一一一剛一一一-----_..一一一一一一 88
第2節 パス解析による収量解析-一一一一一一一一ー一一一回一一一一一一一一 97
昂[3節 サイトカイニン散布処理による花序弼i圭の制御一一何回四一一一一一一…ー 103 
1. BAの散布1寺JU:/;!fiIJ技の知生lと及ぼす影響一一一------一一----..-..一一 103
2. BA散布処理が花序の構成に及ぼす影響一一一一一一一一一一一一-一一 108




2. 性表現 .一-一-一-一-一-一包.一圃白--一"駒…..….一輔“一幽.一..一圃.一.骨…"-一骨腎一.一-一-"一--一圃.-圃一"聞一--一-一開"一網帽一 115
3.花序の着生方i向一，............一一一..・M・-一一一一一一一一一一一一一一一一 115
4.花序軸の持蚊角度一一一一一一一一…一一一一一一一一一回M ・M ・-一一一一 115 
5.小花の大・きさの「可変性一..........--一一一一一一一一一一一一一一一一--.;."~~. 116 
第2師 花序の先遣モデルι一一一一一一一一一一一一一一一一ー ャムー 一ー円一一 118 
第S即花序のフラクタル改元一一'一一一一一__~.~ i.:".o ..'.:..;... ~一同一....--...~，_.".-- .122 
第4節要約一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.-・M・-一一一一一一 124 
第8章総括一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一戸. 125 












を初めて用いた。 Linnaeusは、花を単生のもの (si叫 lex)と集合体のもの (ng一
grega.tus) I己分け、桂者の花序は花の咲き方Ct h'e 阻且 n~e~ of flówe~jbg) によっで
I区別し、最終的lこ花序型を七つ (u圃bella tis、 CYliIOSUS，aggregatus、 nmentaceous、
00皿 positus~ glu阻osus九 spadiceus)に分類Lた。 18世相における花序の概念には
Linnaeusの影響が強く現われ、花序は多くの分類学者により、特徴l的な形臨や花房
全体の形状あるいは主軸 (p'rillary axis) におけ Iる分枝の配 ~IJ 状態をもとに命名さ




の1m限性と有限性の考え方を示した。 1868年には、 Sachsが曲"のI分岐ノfターンと Lて
1軸分枝型と恒唱"分枝型を示したD さらに 1875年には、 Eichlerが花序を単一花序(








































































岐散型の分岐が l次、 2改、 B次ーというように連続して起これば、花序踊Iiならび
に小花散は説何級数的"1と増大してい〈ことになるが、実際には小花のアボーシ日ン
により散改でその措速は停止するととが多い。花序軸は、ニつある笹葉臨芽 (n+1) 
がともに由連すれば 2分肢となり、 どちらか一方がアボートすれば分岐せずに I本
の紐のように先述する。そして両方ともがアボートすると、花序艶述は完全に止ま
る(第 1-2&])。小花のアポーシ E ンは枝分かれした花陣取Iiの分校で必ずじも同時i己


























u n it、皿odule、 phyto皿erを術商として用いた(71)。最も大きな階周は観賞の対卑と
なるいわゆる花全体とし、これを花序(i nflorescence) とした。その花序が単一の
岐散花序ではなしさらに組数個の岐散花序 lと分割できる場合、構成単位である個



















花序知連の規則性としては、生物物理的な制点 (64 ， 70) から~.r.J 査を行った。 Shi-


















主再 2 主詳 ....:::.ゴよユ 7 ・・-1:::::ンノでフロ}ーレンス o
才EJ亭のキ持足立と安造主主
ベゴニア・センパフローレンス(~主主旦担 se回 perflorens) はブラジル原産で、ベ
ゴユア類の中の醐根種 lこ属する。原植は、半耐寒性の多年草で、高さが 15~45cm Iと
なり、直立性で分枝は少ない。緑色で光訳のある翠は、やや尖った卵形ないしは丸






































実験は 4月から 12丹までの聞に 4回行った。銅葉系の 4柾玉'と緯誕系の‘か
ぎり銅'を、 1 986年8月6日(実験 1)、 5月7日(実験 2)、 7月B日(実
験 3)、 9月5日(実験 4)に押し木した。いずれも3.5号の器腕鉢でしばらく育苗
した接、それぞれ 4月 15日、 7月 19目、 8月8目、 1 0月7日に5号の諜焼鉢lと
鉢替えし、調査を開始した。施肥は、 15N-8P206 -17K2 Q-2MgO-Q. lMnO-O. lB2 03 -6CaD 
-O.lßFe の肥料を水に溶かした摘肥で与えた。 N 成分!として 150ppm の拙J1~を 1 鉢当


















]Ogo Ln -IOgo Ln+l 
PI =日+
ここでは相対節位nは基準葉身長以上の長さの諜につける番号で、上式において、




































測定できるように、基準葉身長を印刷とした。調査は 5日間隔で、 30岡田を基準 i己、
Lo、 L n-llを測定し、 nを記掃した。
4)花序の解析方法
:t~序 lま副t:æ の開花盛期を基準にサンプリングした。調査項目は、:t~序構成の蛮イじ
がよ〈わかるように、(a)雄花数、 (b)雌花触、 (0)岐散型分肢の回融、 (d)可視的小
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験 1ではほぼ一定であったが、実験 2の中位師から掠々に上昇し始め、実験 3の相
対即位 8でピーク (12.4)Iと遇した笹下僻し、実験 4では再び一定となった(第2-
5図)。
岐散型分 i肢の回数は、 四つの実験とも同じようなノ寸ターンで変イじした〔第2-6匝1)0 
いずれも、低即位すなわち株がまだ小さい頃は値が低く、株の生長とともに値が増





14r 実臨l 実融2 実験8 実験4
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実験i 実験2 実験3 実験4






低下した。 その結果、実験終了時!とは無分枝株と分枝株の IHIこ約 2誕の蓋がついた。
同 12-
株の分枝数は花序の梢成lこも影響した。無分枝株の花序の方が分技株の花序iこ比
べ大きく(第2-9、 2-)0図)、可視的小花の花序内の 最高次数が高 く(第2-))図)、
岐散型分岐の回数(第2-)2図)、総小花数が多かった(第2-13図)。
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相対節位番号
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1， ~，ヲイ lトマ'""-， 1ζ よる花序の艶遺モデル
雄 :m ・雌花の散とそれらの着き方;(花序における öa~IJ }で表




































多〈のフ Jトマーが直組的 lと{9~'. :t1;J:、
? ?? ?
由述註 Jらび にそのI変イじが理解しやすくなる。










吉れている (5 ， 8 ， 7)。ベゴニア・センパフロ}レンスの場合も、花序の発達~散はこ
れらの環境要因によって影響されると考えられる。
iE J亨の弗述次散を、花序が実慨に分イ包括述した時期と対比させてみると、 4月下
旬から B月中旬まではー)定で(実駐 1)、 B月下旬から徐々に上昇し(実験 2)、






























1 986年6月21日に押 L木し、 7月5日に 3.5号鉢 1;:鉢上げし、 7月22日に
5号鉢lと鉢替えした。描水施肥などの栽培管理は捕 I節に準じて行った。 7月28日
lと摘諜処理を行い、調査を開始した。処理区は、無処理区、基準葉身長30u以上の













































11 -17 …ー…一一一 2~信区
一一一一ー知花序区。









無処理区 6誕区 4葉区 2葉区
2 
。
3 456 34563456 
相対節位番号

















1 9 86年6月21自に押し木し、 7月5日に 3.5号鉢に鉢上げし、 7月2:3日に
5号鉢に鉢替えした。誼水施肥などの栽培管理は第 1聞!と準じて行った。 7月24日
から掠光処理を行い、 5 日設の 7~29 日から調査を聞拍した。処理区は、知処理












?? ???? ? ??
??
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怨冷紗 2枚以上の区では、出 禁速度は無処理区lこ比べて有意に遅れ、 3 5日間の処














無処理区 1枚区 3校区 4校区2枚区









無処理区 1枚区 2校区 3故区 4故区






した。 1986年 10月4日に押し木し、 1 OsJ 31日!と3.5号鉢に鉢上げし、 1 1 
月15日に 5号鉢に鉢替えした。郡水施肥などの耕培管理は閉 1即lこ準じて行った。
処理区は、温度について日最低気温を 25 'Cとする区と 18 'Cとする区の 2区、
日長について 14時間区、 8時間区の 2区で、組み合わせて日|・ 4区とした。なお、
昼温が30・Cを超えたときは、臨気扇!とより換気を行った。 8時間の日長処理は、 16
:30から 8:30までの問(1 6 1寺[ln)、 シルパーポリエチレンで遮光することにより行
った。 14時間の日長処盟は、 8時rm区と日射畳に大差が生じないように 8)時間区
と同棟lとシルバーポリエチレンで越光を行い、遮光した室内で16:30から2Z:30まで
20Wの蛍光灯で捕光することにより行った。処理は 11月18日!と開始し、調査は処




















h一一一~、 lß'C ・ 14時間団長区
A一一一ー・也18・c・8時間日長区
。
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188 6年 8月28日に押し木し、 9月 18日に3.5号鉢に鉢上げし、 1 0月6日
に5号鉢に鉢替えした。泊*施肥などの栽培管理は第 l節 iこ単じて行った。
処理区は、 無処理区、 B A 10pp田区、 25pp田区、 1 A A 50pp田区、 GAa50pp阻区の 5
区とした。 IAAは少量のエタノールで、 BAとGAaは少量の lN水酪化ナトリウム
水溶液で溶解し、 pH を塩酪で 6.5~7.5に調整した後、脱塩水で各濃度 lと希釈した。
なお、薬液には展着斉IJとしてTween20を0.1%(v/v)加えた。散布は、 1 0日間隔で、




響した。草丈は節間イI1長が変化したことにより、 BAでは濃度が高い区で低く、 I 
AA区、 GAa区で高くなった(第2-26図)。
第2-26図.生長調節物質散布処理が拙物体の生長と花序の発述に及ぼす影鰐
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相対節位番号
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5 4 8 
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第2-30図. 生長調節物質散布処理が花序の梢成lこ及ぼす彫笹






































































貫主c3 主量ベゴニア.-/'レツ 2 品ノレヲーの l才EJ亨の市韓mzと要旨主主主主Z:-sにその掃H種目
ベプユアールツ ι‘ルナ 0.主主主旦上旦×よ且旦主工旦旦 hort.)は融相性木立極のヶーン・ lタ
イJ プ(，C，ane ~}'p e)に属する'0 茎はタケのように細l長 t、 i直I立して強剛である。需は






























ベゴニ 7・1レツ;r;，)レナを 1984，年4fJI0日，1こ押し木t，.， 5月2'Bに36'OD><:60 
c回×探さ 12cmの木箱に定植レた。必要;1こ応;:~て液肥を与え、その、ま I ま 1 年生 I棋と;G
て栽培した。冬季Fは12"C以よ!と加温じたハウス内で栽培し、 1'.98，5年の 5:月か
ら6月Ii::，かけて分抱した花序lを観察材料としで用いた。可
花序lま、 J各(:i{散の小花が:肉眼で見、九'るス7テージlを目安と Lで、 さまざまな艶v連程
度のものIをサ lンプリi ンJjI;...j;:。サンプルは、走査l型電子顕撒舗により鵠‘鏑するたmめ、
FAA'で=固定Lた後、エタノー Jレで常法lによりp脱水し九酢酸イソアミルに置換、臨
界点乾揖を行った。なお、 コーテ lィン Lグは金パ号ジウムで行りたo'
2.ピ;結果および考察
L)小花の琵連ステージ"

















































~t 花 5 枚の花披片の原基が分化する(第 3-2図 -d) 。
(4)ステージ 4
雄花:外花被片の内側に 2枚の内花被片が分化する。次の次数の小花原基はステ






第3-2図 -8. 小花の発述ステージ 1
-33-
第3-2図ー b. 小花の発述ステージ 2
第3-2図ー C. 雌花の発述ステ ージ 3
-34-
第3-2図-d. 雌花の発述ステ}ジ 3
第3-2図-e. 雄花の発述ステ ージ 4
-35-







































lとより花序への同化産物置を変えた場合、ベゴニア ・ルツェ Jレナの花序の発述 と構
成がどのように変化するかを調査した。
1.材料および方法
処理区は、 5号鉢無処理区、 5号鉢減光区、 8号鉢区の 3区で、 i区 8個体で調査し
た。
198 8年 3月 29日に押し木し、 4月 30日!と5号鉢 に鉢上げした。株は無摘心
の l本仕立てで、 1 2'C以上に加掘 したハウスで栽培した。 8号鉢区には、 1 9 8 7 
年に抑し木した 1年生株を 2本仕立てにして用いた。施肥は 15N-8P20s-17K20-2MgO
-0. lMnO-O. lB203-6CaO-0.18Feを水に 溶か して必要に応じて与えた。
-39-
減光処理は、遮光率51%の寒冷紗 ぞ.4枚重ねて、 5月 24日から 7月 12日まで
の 50日開l行った。








8号鉢の株は l年生の大株で5号鉢の株lこ比べ生育がよかった。 着 生した花序は非
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188 5年 8月30日に抑し木した、 6号鉢植えの 1年生株を実験に用いた。 18 
8 6年 4月 28日に 1本仕立てに整枝し、そのときに目で見える花序はすべて切除
した。
BA は、 5月1日から、 50PPllの濃度(服着斉IJとしてTween20をO.l%v/v含む)で
1 0日おきに散布した。 調査は 10個体について行い、 B A Iこより花序の柿成 lこ変
化が起こるかどうかを観察した。
2. 結果および考察
雌花の最高次散が、平均で、1H~処迎の 7.7 に対し、 BAを散布すると8.41こ高まっ
-4-
た(データ省略)。また、本来なら 2分岐する花序軸が、 3分岐する例が多く観察

































主官 4 主主 ポイ V セチア '05，主箆をT平EJEf% 0コキf持厄誌と
芽ã~呈主主てJ>'" ~こそラ CD 詰H 右耳1




























るため、 ミク!ロおよびマクロの形態相察を行った。 1985年 4月 27目、鹿沼土
とピ}トモスを 4: 1の訓合で混合した培土に押し木し、間欠ミスト下で尭掘させ
た。 5 月 27 日に 5号の器焼き鉢!と鉢上げ Pした。 8 月 27 日に完全匝 Dg~ 8 ~ 1 0枚
を臨して摘心し、 しばらく生育させた能 3本仕立てとして 12 'C以上に加盟 Lたハ
ウス内で栽培した。施Ilfit立、 N:p:ド 10:5: 8の液肥を250倍lこ希釈して 7~1 0日ごと
に与え、描水は適宜行った。 自然開花の時期より早〈開花させるため、 8月20日
から 9時間日長 (8:30-17:30)の短日処理を行った。形態観察の試料として、短日








押し木を 19 8 5年 6月1日、 7月1日、 8月1日と時JUJをずらして 3回行った。
発掘苗iま、 3.5号の諜焼き鉢で宵苗した哉、それぞれ7月13目、 7月27日、 8月
26日!と5号鉢に鉢替えした。摘'JLは、押し木後 45日目、すなわち、 7月 15 目、
B月 14日、 9月14日lζ、完全毘聞誕 7""'9故を践して行った。生育が揃った頃、
1株 3本仕立てに盤技した。なお、 8月1日押し木の株の半散は摘心せず、これを
無摘心区とした。生育初期は、短日 lζl茜応しないように、 20Wの蛍光燈で午後 1011寺





個誕の面積(CJD2)::::0.54 X誕身の長吉 (C皿)X諜身のl問(0皿)ー 1.22
であり、相関係散は r，=0.9'86であった。・栽培は前半の実験と同搬に行い、形臨観察


























一般的であった(第4-'3図)0 Struckmeyer. Beck(62k島田ら (56)は、組合花序の
経時的な先遣を杯状花序の形成された個数で表す場合、こ己でいう O番の杯松花障
を l伏の杯I状花序とし、 2改以降の杯状花序散は 3本の誼合花序 lと形成されたl杯状
花障の合I骨|・として表している。 Struokmeyer.• Beck(62)は、典型的なポインセチアの
杯状花序散は 1改 1冊、 2改3.個、 8次6個、 4次 12個、，5次 6個としている。
一方島田ら(56)は) 1次より順!と、 I個、，3個、 B個、 6個、 6佃とし、 4次にお
いてStruck皿eyerc Beck(62)の個散と異なるのは品盟問差であろうと考察しているo
これらの報告では、担合花序の構成は比較的回定したものととらえられている。 し
















次ω杯状花序が形成されると、 2 枚の n 改直~の服芽が括述し、二つの n + 1改の
杯状花序と 4枚の n十 I次の茜躍が分イじした。肉眼で見える杯状花序を基準にする






2 3 4 。 1.0 
1.0 2.0 3.0 1.3 
E 1.0 2.0 2.5 1.0 
田 1.0 2.0 2.2 1.3 
N 1. 0 2.0 
V 1. 0 2.0 
VI 1.0 2.0 0.3 
四 1.0 2.0 0.8 
四 1. 0 2.0 1.3 
立 0.8 1.7 1.0 






上で分佑した二つの n+ 1改の原基が両方とも弼述すれば、花序軸 iま2本に分岐し、
片方がアボートすれば花序軸は 1本のみ尭述し、両方ともアポートすれば単位組合
花序の尭述はそこで完全に止まる。上記の規則性で分化した杯状花序の原基位、 l 
次、 2次ではそのまま発達し、 B改(個体!とよっては 4改)以上では片方が規則的






















(諦4-7図-a)および 2改と B改(第4-7図-b)の原基の分佑時の様相を示した。 1
改原基の棋に 2次の原基が分イじする時には、空間的lと反発する原基もなく、二つの
原基はほぼ対等に尭述していた(第4-7図-a)。一方、 3改の原基が分担する時には、












第4-7図-a. 1次の杯状花序(1 C) と直誕(1 s) および 2次の杯状花序 (2C) の
分化・発述椴相(OCは茎頂部の杯状花序)






















ソース盟の指揮としての葉両闘は、短日開始 40日後で、知摘心区 1943CDl2、 6月












なお、 I 株は師し木時期が早いものほどよ〈生育していたが、組合花序の先週ほ 8
































(短日40日後) r 2 3 4 
B月1日 3 1025 100 100 70 25 
7月1日 3 826 100 100 63 21 
8月1日 3 527 100 100 82 24 
8月1日 1 (保摘心) 1943 100 100 97 43 







'Gutbierト10AmyJ を 1988年 6月 10日に押し木し、 6月28日に 3.5号鉢
に鉢上げした。 7月 23日に5号鉢に鉢替えし、そのまま無摘心の l本仕立てで実験
に供試した。施 JI~ は、 15N-8 P206-17K20-2McO-O.1MnO-0.1B20s-6CaO-O.18Feの肥料を
水に溶かし、 Hが300ppm.の濃度で毎週与えた。聞花促進のため、 8月2日から 9月2
3日まで 911寺問日長 (8:30~ 17:30)の短日処理を行った。
減光処理は、組光平51%の黒色寒冷紗を用いて、短日処理を終了した g月23日
から 11月 11日まで 50日間行った。処理区は、事u処理区、寒冷紗 2故区、寒冷












始 102日後)では単位組合花序はすでに互散型分岐となっており、 6 5日後にお
いても花序取hの分岐本数 iこ変化は t.;かった。 第 1Jl.nで述べたように、 二 つある直誕
服芽の両方がアボ ートす ると、 その部位で組合花序の先述は停止する。



























































































































能性早生理の 'GutbierY-IO Amドを供試した。 1987年6月 1日!と師 b木し、
B月 30日に 5号鉢に鉢上げした。 7月 15日lζ 摘心し、生育をそろえた後、 8月
6 EIIと1本仕立てとした。
提出では、 5!1.なるjUl問の矩日を与えた後、長日 lと直すととにより、ポインセチア
の組合花序がどのような彰粧を受けるかを調査した。処理区は、短日 401:1区、 5 
-s1-
0田区、 6 0日区、 70日区、 8 0日区で、 1区 10鉢とした。短日処理は、 8月
2 4日から、無加盟のピニルハウス内で、 17:30から 8:30 までの問、銅色の埴イじピ
戸ニー)レフィルムで調うとと lとより行.った。長田処理は、 1 2 'c以上に加盟した温室
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前即と同楠に育苗し、 8 0日間の短日を与えた、花序tX数約日の 'Gutbier'ト 10
hy' を用いた。生育相の逆転に及ぼす日長と温度の影型を考察するため、日長 2区、
温度 2区の組合せ実験とした。 1区は 10鉢とした。長日区は蛍光灯により 22:00か
ら2:00 まで 4時間の 1音j田中断を行い、 短・日区は 11月 12日からの白熱日長とした。





































































(短日 80 日後、長日高温処泊!を 80日間行った株)
-66-
ポインセチアの担合花序は、以上のように、生殖生長と栄義生長が奇形的に混在
した過渡的 な過程を経て、完全な栄養生長に転換する。島田・宮崎 (57)は、 7月中









に分類される。 しかし花序の発達椴相からみると、 短日 下では花序は無I!N1こ発述す
る可能性をもっていると思われる。高次では、 l枚の直葉と一つの杯状花序が互i技
型分岐 により非常 !と 規則的 に形成された(第4-18図)。
節4-18図.短日 高温条件下 で規則的!こ 発述 し続ける組合花序






















(Gutbiel'ト10AIDY' を 1986年8月 I日に押し木し、 8月23日!と 3. 5号鉢に
鉢上げした。 10月 1日iこ5号鉢lヒ鉢替えし、その後側芽をすべて取り去り I本仕立
てで栽培した。施肥は、 15N.，8P20s-17K20.，2MgO-O.IMnO【 O.lB203-6CaO-O.18F自の肥料
をNが150pp田の端度の掠Jl目として寄週与えた。栽培は 12 oc以上 lこ加温したハウス内
で行った。-拙は、 1 0月12日まで 4時間の光中|折 (PM lO:OO~AM 2:00)により栄
費生長させ、その後、自耕日長の短日下で栽培した。
サイトカイエンとしては、 カイネチンとペンジルアデニン (BA) を用いた。予
~JIi実験!とより、 カイネチンは 50pPJII以下では効果が小さいこと、逆に BAは50pp回以
上では奇形になることが分Iかっfこ。 またサイトカイニンの散布は短日開始後でない
と効果がない ζ とも分かった。 そこで処理区はカイネチンが 100PPIl， B Aが10pp固と
25p pmとした。散布開始日はそれぞれ、短日開始 10日後、 2 0日後、 3 0日後とし、
いずれも 12月21日まで 10日ごとに辿続散布した。各処理は l区 10個体とし
た。









それらの着生取を高め・た(第4-4表)0 B Aは生理活性が非常lζ 強く、一つの分岐に
杯状花序を三つあるいは四つ形成することがあった。そのため、短日開始 10日佐
から 25ppmのBAを散布した区では、 2次および 3改分岐において停状花序の着生散
が2を超えた。サイトカイニンにより、韮と花序車hは大くなり、倒々の杯状花序が
大きくなった(詰4-19図)。サイトカイニンはプーゲンピレアでも報告されている









日開始 10日後 lζ茎頂 O番の杯状花序が、 "20日後!と単位組合花序の l次の杯状花







サイトカイニン 濃度 (pp皿) 散布日 2 3 4 5 (mm) 
無処理 1.00 2.00 1. 15 1. 00 0.87 0.54 
カイネチン 100 10日後 1.00 2.00 1. 75 0.97 0.85 0.59 
BA 10 10日後 1. 00 2.00 1. 65 1. 00 0.64 0.85 
25 10日後 1. 00 2.30 2.18 1. 33 0.81 1. 01 
カイネチン 100 20日後 1. 00 2.00 1.150.91 0.86 0.59 
BA 10 20日後 1.00 2.10 1. 62 1. 06 0.64 0.77目
25 20日後 1. 00 2.00 1. 90 1. 39 0.25 0.98 
カイネテン 100 30日後 1.002.00 1.250.96 0.58 0.55 
BA 10 30日後 1. 00 2.00 1. 15 1. 09 0.56 0.69 
25 30日後 1.002.00 1. 40 1.14 0.37 0.83 
凱・4-19図. サイトカイニン散布処叫が花序取hと杯状花序の先述に及ぼす影雌




ボ}トしやすい場合 iにζlは立、 lOOpPIllのカイネチンが有用と考えられる。 それによって































調吉 5 宝置 カランコエの才EF苦手の持事足克と要道主宰






























回締り返した。 1回目 l立、 1986年の7月21日に押し木し、 8月1日に 3‘5号の諜焼き鉢






















た次数(最低次蝕)との相関係散を求めたところ、 r=O.s8という値を得たo F.¥' ~ 
の 5次あるいは B次から小花がアポ}トした個体は頻度が高〈、回帰直結!!とよく適













































したところ、 1 3 5 :t4皿ポ (95%の信頼度)となった。第 1改の小花を話呼!と比較
すると、花序 ijidl の直在は小花の大きさに艇部せず、:{~序I!n で小花の大きさはほとん
ど変わらなかった。また、 10の単位花序について、 1吹から 4改までの各次蝕の小
????
花の件甜をiJl]定したところ、同じく 95%の岳頼度で、それぞれ 143:t6mll3、 146士5









なった。宣 fm 的に狭い側、すなわち互いに反艶する ~l! のモジュールは発速が悪かっ









4・ 小1蝕h B0 花
散 60 601 .・. .九
40 ・" 40 '. 
iff z '/0 20 

































2.0 3.0 4.0 5.06.0 
1E序事IJの直径(皿皿〉
第5-5図'.:tE序刺lの直控と花序の新鮮軍との聞の関係
(・ 1次、 0:2次、。 3次)






























盟やプジ(也主主呈叫主 floribund!lc DC.) ¥ アセビ(自主.rl三ι巴叫旦 n.Doo.)など






O.0967D3.13という間保式は、， 1~ 序明h の支持力が直控により変化する己とを示して
いる。 1~陣軸が太くなればなるほど、小花散の多い大きな(重い)花序を支持でき










は小さいと考えられ、 力aラシコエの場合、花序の構築 1;:必要な同化産物は:ftP<-' '/iJI.の
師部をilして普迎葉より供給されて Uると推察される。
カランコエの花序は三つの単位花序からなる。それらはそれぞれ n次において

















ていくが、 十分な同化産物が何改まで供給されるかにより、 1]¥ iEのアボーシ aン、
ひいては総小花数が決まるものと思われる。 花序取hが太ければ飾部のi析而割が大き
同化産物の輸送力も高いと考えられる。 小花のアボーションが起こり始める次


















着生位置により規則性が認められた。小花の次触を n とすると、二つ分イじした n~
原基のうち、先に分担-し発述している n-3~の原基と空間的に反罪する側の原基



























4レッド・グロウ'を 1988年 6月 10日に押し木し、 B月28日1<:3. 5号鉢lこ
鉢上げした。 7月23日lこ5号鉢 lと鉢替えし、 ピニルハウス内で栽培した。肱肥は、
15N-8P20s-17K20-2MgO-O.IMnO-O.1s20a-6CaO-0.18Feの肥料を水に搭かし、 Hが300
tPl!lの拙度で毎週与えた。ポインセチア同備、開花促進処理として、 8月2日から 9
月 23日まで 9時間日長 (8:30.......17:30)の恒日処理を行い、その後は白熱日長とし
た。
誠光処理は、遮光平51%の黒色寒冷紗を用いて、短自処盟を終了した 9月23日
から 11月 11日まで 50日間行った0 ・株は途中 5本仕立てに盤技した。処理区は、
無処理区、寒冷紗 2故区、寒冷紗 4枚区で、 1区 10個体とした。
調査は、各記長 5シュートのうち最も生育のよかったものについて行った。減光処
理終了u寺lとシュートの茎在〈花序の着生師より一つ下の師聞の茎径〉と着生してい





{{il花佳の 50 日間の減光処理は、 カランコエ花序の琵述に有意な影轄を及ぼした






はユニット散を反映した結果となり、無処理区と 2枚区で有 意差 はなかったが、 4 
枚区では lシュート当り 10 0花程度数が少なくなった。
小花の大 きさは、 1花序当り 5個の小花、すなわち l区当り 50個の小花で比較
した。小花の体棋は、ポインセチア同撒正規分布したが、相対的 lと大きさのばらつ
きが小さく、減光処迎によってもそれほど大きな変化はなかった(第5-10図)。
第十l表. 減光処迎が花序の発述 iこ及ぼす影響 (5 0日後)
処理区 日1花田 茎径(岡田) ユニット数小花数日
f!(t処理区 1月14日aZ 5.168 10.18 245.98 
2枚区 1月23日b 4.74b 8.3n 211. ln 






















Eト 「寸 1:，1'， ぺ
日
50 10日 150 200 250 。
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D D 50 .160 200 '250 ， 100 
小花の体蹴 (.m3)

































モジュ -Jレの艶連もまた着生位置と密接な聞 E係があった。罪逮できる空間が広 lい




L 町一 ，"1 
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1 'Cで 80日間冷蔵した親拙から、 1887年目月 10日lと宵it，木し、 9月3'0 
日に36c回X60cmX深さ 18cmの木箱lζB抹iずつ定植、 10月7日l己摘，t，tた。 J株は 2
本仕立てとし、知晋まで 4時間の光中断(2'2: 00 -0 Z : 00)を行!った'0 栽培は、在温を





















問、められた(第ト5図)'0 花序取1の直笹を D (日阻)、新貯・重をW (g) とすると、
W=0.535D 2.83という関係式が得られた。
5.000 
R: .983664 7 o 




2.000 r /0 B 。
0・ 0主茎 2 



































1.5 1.0 0.3 0.4 0.5 0'.2 0.1 
1~序踊11の直笹 (mm)
ユニットにおける 1~ 序前11 の直控.è1E 序の新鮮軍との nn の関係
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成がどのように幸町変動するかを、 l作当り 24Vュートで 72佃のユニットにつ
いて調べた。
ユニットの摘成の変但 l立、上述 L たシ旦ートの~イ包と反対の動きをした。新鮮盟、
花序制l在、小花蝕、知連した小花の最高枕散は、第 11明から第4J~J まで定植時 JUJ が
湿くなるにつれて増加し、第 5WJ には新鮮置を除き再び減少した(第6-1表〉。 その
ほか形館的な変化として、第 21Ul以陣の高温j切に分イじしたユニット tcl:， ~E 序ïp.1~ が長
〈、個々の小花が大きくなる(いわゆるだんご花)師向!とあった。
シ品クコンカスミソウにおいては、切花品質として茎の硬さが重視される。そ己
で、茎の強度を作JUIによって比較する指標として、部 6-5~1 で示した花陣取h の直接(
D)と新鮮藍 (W)との闘部式を求めた(第十l表)0 W=aDbなる開様式におい
て、 alま直在 1岡田の花序車"が支持できる重さ (g)を，示している。花序iJlの相対的な
強度(a )は0.38から 0.99まで事師変動し、高温JbJの作jgJで高〈なる師向があった。
却6-1表. ユニットの形質の幸町変動
栽培時期 新鮮量 自I!直笹 小花散分岐次数 aZ bY 
(g) (四)
第lJUJ 0.22 0.78 21.9 4.8 0.38 2.09 
部2J出 0.48 0.80 27.1 5.0 0.71 2.27 
第3J目 0.80 0.93 27.5 5.2 0.86 1. 79 
第4却l 1.12 1. 16 44.2 5.8 0.75 2.14 











ながら生長する。しかし 1i?¥ sIJ技は、上位 2...4師を除告、 l聞に l本ずつしか先
生しない。 1次、 2次、 s次側技では 1師に側枝が 2本とも尭生する場合が多し
シュクコンカスミソウは栄話生長中盛んに分枝するo 生殖生長に移ると(実験 2第





シュクコンカスミソウは、その極小名panicu la taがラテン語で円 ~!Ê 花序を意味す















































ットの散と 2 ニットの大きさ(由連程度)は相反する形質、と Lて幸町変動したが、





















実験は木箱 (360mX 600mX謀さ 180叫を用いて行った。定植株散と仕立て本散を
変えるととにより、相当たりのシュ ~l、密度を変え、 シ』←ト密度がシューl トの生
育ならびに小花散に及ぼす影響Iを解析しようとした。
1 990年3月12 日、、露地越冬した‘プリストル・フェアリー'の親 V~ から押
し木した。 4月s日iと発根苗を処理区の株数ずつ木箱に定植し、 4月11日に 5聞
を践して摘心した。処理区は、定拙 t~( 散×拙当たり仕立て本記(で、 6 X 3、 8 x 2、
-97-




肥料は、 N:P:K=13:13:13の化成l肥料を l箱当たり 16.6g(100m2当たり Nが lkg) ず
つ、 4月19日占 5月 19日に与えた。描水は、必要に応じて箱ごとに行った。
調査は、 5月 11日から 6月1日まで 1週間おきに、茎長、間触、茎控を測定し
た。 I~ 躍は、原略的な切り1Jîl として、第 1;{~ (頂花〉が枯死した日!と行った。 切花




学、作物学における I~畳解析などに用いられている (29 ， 46)。パス解析では、変散問
の相聞の大きさを直接あるいは間接の因果迎鎖l己分解し、その相対的な効果の大き







つれ植が小さくなる師向があった。 しかし、 1箱当たりで比較すると、低密度の l





として、シ A ート密度1"-応じてシ zートの生体亜や小花散が決まるのではないかと
考えられる。本実験でsl!用した木箱の聞朝 (0.22m2 )から推定すると、 1m2当たりの
生体重の上 1[i!は4.500---5 ， 00旬、小花拙の上限は 18 1， 000~ .l 90 ， OOO個である。本実験
-98-
の4X2区以上の密度区ではシ旦ー卜密度が上限 lこ週しており、 このよrうな場合、
シ旦ートの生体重と小花散は、上限価÷シ A ート散となる。 6X 1区以下の密度区
は上限!こまで述しておらず、 ポリ旦ーム感のある高品質の切花が得られた。実l隈栽










シュート 切花軍(g) 茎径(剛) 師数 一次側技数 二次側技数
密度
6X3 61.2土 3.8 5.45土0.11 26.1土0.3 18.6土0.3 92.5土3.7
8X2 70.2土 7.4 5 9土0.16 26.2土0.4 18.2士0.7 90.5土8.3
6X2 88.5土 7.8 6.03土0.14 25.4土0.3 19.7土0.3 112.9土5.8
4X3 89.6土 5.8 6.05土0.12 26.2土0.3 18.5土0.4 113.5土4.7
3X4 84.0土 8.1 5.63土0.18 26.8土0.3 17.8士0.6 91. 5土8.7
4X2 125.6土 8.8 6.60土0.15 '25.6土0.3 20.5土0.5 133.5土6.。
6Xl 165.5土 8.7 6.9ヰ土0.18 24.5土0.5 22.2土0.5 150.8土6.4
2X2 217.6士18.1 7.82土0.24 25.5土0.3 21.1土0.4 161. 0土6.3
lX2 273.0土 7.3 8.41土0.11 25.0土0.6 21.0土0.7 176.0土1.6
シュ}ト ユニット数 小花数 一箱当たり 一箱当たり
密度 総切花重(g) 総小花数
6X3 329.8土22.0 2325.2土215.1 1101.4 41853.5 
8X2 330.6:138.6 2544.7土369.6 1123.，4 40714.5 
6X2 448.4土34.5 3450.8土411.5 1061.7 41410.0 
4X3 468.3土30.9 3440.7土300.1 107，5.6 41288.5 
3X4 368.8土42.6 2931. 5士378.3 1008.5 35177.5 
4X2 585.5土42.8 4871.5土416.7 1004.7 39772.0 
6Xl 689.1:144.5 5847，8土433.9 993.0 35087.0 
2X2 872.8士66.5 7670.6:1792.7 870.4 30682.5 








第6-7図に相関岳散とパス係散との聞の聞係を示 tft.o P21、 P 32、 P 31がパス慌蝕
・であり、それぞれ Xlから X2-. X2から Xh，Xlから X3への直接効果を示しているD
間接効果とは、図で XIカ!X 2を介して Xalと及ぼす効果のこ lとであり、 P21XP32で
去される。挺{以相聞とは、矢印!と逆行したパスをたどって X2がX31乙及ぼす効果の
ととであり、同~ ¥パス係数;を用いて P21 P 31と表される。 したがって、 XIとX3






直接効果 P21，P:32， P31 



































































仕立て本散の~聾は 4 本仕立て区 -(.3 X 4区)を除き小さかった。 シ品クコンカス
ミヅウ Iの茎の肥大には茎葉紫斑!とよる相互遮蔽が強く影轄するのではないかと考え
られる。
































シュクコンカスミソウは対生で、各節位に 2 故の m と二つの臨~:を分化しながら
尭述する。上位の 3-4即では、 Jll?i芽は両方とも亮述し、 ml花側枝となる o しかし、
それ以下の師位では、臓芽は片方しか尭述せず、開花側枝は l聞に 1本ずっとなる。
本節では、切花品質の向上を目的lと" OlIJ枝の尭謹但進効果のあるベンジルアデニン
(BA) (L1， 25)1とより花序尭述の jliJ御を試みた。
1. BAの散布時1Ul7J~担1)枝の尭生に及ぼす影輯
栄並生長 J~J から生殖生長 J聞にかけて時 JUI を変えて BA を散布し、散布時 1m がシュ
クコンカスミソウの生育、側枝の拍生、開花iこ及ぼす影響を調査した。
1 )材料および方法
1 986年3月iと押し木 Lた成制(を戸外で越冬させ、 1 987年 2月5日に、夜
祖を 8・C以上に維持したガラス室内に定植した。栽培は慣行怯に埠じて行った。品
初は株当たり 5本仕立てとし、 BA 散布H寺にそのうちの 2*を花芽分化の制器用に
サンプリングした。
BAは、拙度 10UppnでIween20をO.1% (v / v)加えて諮問散布した。 散布開始日は、
3月7日(処理 1)、 1 4日(処理 2)、 2 1日(処理 3)、 2 8日(処理 4)、


























調査は、 1区6株 18シュートで、 BA散布時の茎長と節数、 定植からの到花田
数、 収穫時の上位 10節の側枝散と小花散を調べた。
2 )結果および考案
B AIま、 無散布では発生してこない第 6節以下の 2本自の祖.lJ技の宛述を促進した
(第 6-'{表)。 BA 散布 iとより先生した側枝は、 やや羽勢で、 初 !UJの艶述は退かった











































2 3 4 
2.0 2. I 2. I 1. 9 
2.0 2.1 2.1 2.0 
2.1 2.1 2.1 2.1 
1. 9 2.2 2.1 2. I 
2.0 2.0 2.0 1.9 
2.0 2.0 2.0 1.4 
創且一位
5 6 7 
1.5 1.1 1.0 
1.9 1.9 1.8 
1.9 1.8 1.6 
1.6 1.4 1.1 
1.5 1.2 1.0 
1.1 1.0 1.0 
z 定値目からum日までの日数(呉なる文字に5%で有1a釜あり) y:上位10節のm小花数
第十1図. B A 散布処理が側枝の発生に及ぼす影響
(左 f!!~ 処理区、右:処理 1 区)
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8 。1 0 
1.0 1.0 1.0 
1.7 1.7 1.5 
1.4 1.2 1.2 
1.1 1.0 1.0 
1.0 1.0 1.0 
1.0 1.0 1.0 
(.1)生育 lと対する膨聾
BAを散布すると、数日聞は華町1、生育が握れた。乙れ lは、 BAにより掘の尭l述、












中位節の sIJ{支lの斑生は処理 1で最もよく、散布時j聞が盟くなるにつれ、側抜が 2
本とも先生する即位が上昇した。 シ且クコンカスミソウでは、自で見える最上位師
よりさらに 10町先まで誕の分化がすすんでおり、 sU芽の分化はそれより遅れるo
処理 11ま、第 B即から第 10聞のsl!芽がちょうど分イじする H寺j目に相当していた。 こ























1 9 8 7，年 8月12日1<:抑し木し、ポリポットで育苗した後、 日月 29日に露地
lと定植、そのまま越冬させた。 1'9， 8 8年 3月1日，Iと路地より姻り上げ、 3sc田X60 
cmX深さ 18cmの木箱に 6i*ずつ I定植した。株は、 2本仕立てとした後、過挺茂を避
けるため、下泣 10聞の側棋を取り除いた。
BA は、散布雄度が50ppmと1'00pp凹の 2区、散布時Jnjが花草分担前(3月 20日散
布開始)と花芽分化後(3月 S0日散布開始〉の 2区で〈組み合わせてn-J・ 4!Zの処
理とした。 I散布はいずれも 10日間隔で 2回ずつ行った。実験は 1区2和 24シュ
ートで行った。







処理区 割花日l散切花盛韮長 師蝕 小花散 側技数
(g) (61l) (1次〉 (2凶改)
無処理区 77‘5 105.2 90.3 25.7 3208;7 21. 5 135.1 
前期 50pPlil区 80.2 1'2.8' 87.4 2~.7 3433.5 26.4 178.9 
前期100ppm区 81. 9 114.2 87.2 24.7 3053.5 26.6 191. 5 
後期 50pp四区 79.1 10s.5 88.0 24.9 2325.3 22.9 160.2 
















戸 iJ~ 花散 l立、、個体のパラ引キが大きく、有意差までは認められなかるたが、前 JUJ50 
p.p田lZiで増える傾向にあった。一方、後却l散布Eは拙度に関係な・ (/J¥花散が減少した。
(2)ユニットの尭i主主開花 lζ 及lます影響
個々のユユザトの尭述lま、 BA処理iζ より抑制官ねたり(第6，.6表ー)0 'ユニツr トはB
A 1;:より艶連改触が低-下し、 l 新鮮盟、小花散が蹴少'1:，た。特に後期散布区で著しか
った。データ!とは示 Lていないが、ユニッドの触は BA Iこより増え，た。花序の構成
からみると、 BAは小花の少ない小さなユニットをたくさん着生させた。
部6，6表.BA散布拠理によるユ ι ットの形質の宮北
処理区 新鮮畳 制l直径 小花散分岐改数
(g) (回皿)
無処理区 0.22 0.78 21. 9 4.8 
前期 50Tp旭区 。'.17 0.78 15.2 4.2 
前期100pp臨区 0.19 0.83 15.9 4.2 
境期 50ppm区 0.15 0.73 11. 8 3.9 
後期100ppm区 0.16 0.83 12.8 3.9 
(3)花席の知連特性と BAの有用性





シ品クヨンカス，ミソウは、 そIの開花特性として、全IJ¥18が同 1寺lζ は開花しない。
実際栽培では 8~9 分暁告を切り自îi として収離されるが、小花の持命 lま短〈、 l旧植
制坦，れると小花が相WZ'し、切花品質を著しくt低下ー させ、る。
'"'10'-
小花の開花が揃わないもっとも大きな原因は、 ユニットカt 岐倣花序であり、 ß~ 1E 
が 1次から高次へと順!こすすむことにある。ユニットが発述を続けて次数が高くな









第6-14図)に行うため、 薬液も労力も 少なくてすむ。収穫JUIには BAの恕影響は全
く残らないことから、花序の品質改善に BAが利用できると思われる。











小花触を I~ 畳とし、師数、 l次側枝散、 2次側技数、およびユニッ b散を収盟椛成
要謀、茎桂を外生夜勤として、 これら 1&畳構成要需のパス解析を行ったところ、い
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もにシンクの散が増えていく。 また生長が非常lと連く、 g[季では 3ないし 5日で 1








と考えられる。生長は週く、同時 iと尭述する花序も少ない。 1~ 序は肢散型分岐部安
定し、小花散の変動も比較的少なM。
3)ポインセチア


































果たしている己とがHriJll古れる。 :m序副1の支持機能 lと着目して調査を行っ tところ、
上に向いて花序が発述する拘ランコエとシュクコンカスミソウでは九分化した小花
の最高次数、，小花数、新鮮軍は、"iE停車Iiの直径と非常に高い相間関係が認められた
(諦5-3、 5-4、 5-5，6-3， 6-4、 8寸図)0 これらの砲では、花l亨軸の直径をパラメ
ータとする先述モデルが考えられる。 しかし、花序が垂れ下がり、下に向かつて尭
連するベゴニア oJvツ zルナでは、花序取Iiの直径と雌花教の間!とは比較的高い相関
|見掛(r =0 • 84 )が認められたが、花序申1の直在と新鮮重の同!とは一定の間保が問、め
られなかった(節7-1図)。重力に抗して花序を支持する必要のないベゴニア・ルツ
.:<. Jレナでは、花序曲Iiの支持機能は艶迫しないと考えられる。
4. 花序 j~~ の分岐角度
花序のキャノピーの品終的な形状は、花序取1が蚊散型分岐によって 2分岐すると
きの分岐角度と長さによって決まる(節7-2'図)oM UrJ' a y (66 )は、人の動JlIiiがエ lネル
ギ}最小の盟問的な分岐をすると仮定すれば、却1)JlIiiの半笹と分岐角の聞には却7-3図
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フェアリ-'を用いた。 カランコエは 1988年 5月 31日に押し木し、 6月 17 
日に36c回X60cm X深さ 18cmの木舗に定拙した。栽培は 8・C以上に加湿したピニルハ
ウス内で行った。 1989年 4月に自然日長のもとでun1Eした花序について澗査し
た。
シ A クコンカスミソウは 1988年 8月 9日lこ押し木し、 2.5号ポリポットで脊苗
-118-
した説、 日月 2 1 日に露地に定植した。越冬し、十分な低温を受けたお~を 1 :9 89 
年s月白日 lζ 嗣り上Iげ、 360皿X60cn X深さ 180皿の木箱iとB株ずつ定l植した。その後















各改散でほぼ同む値が得られたことから、岐散 ~E 序の花序南h は各政散ごとに相{以
形になっており、分肢とともに一定の規則性で細'¥なっていくととが示された。 し
たがってモデルは期化武で、 d n'" d 1【n+ 1) s 十 d2 (ド l) '"と表す己とができるo




モデル!とおいて、 d b~d uというこつの花序制l直径を想定することにより、高改 lに
おいて小花のアボーシ目ンが起こり、花序の尭述が停止することが説明できる。す
なわち、 n次分岐の花序軸が db より太い場合 (dn~db) は包誕臨芽が三っとも括




くなるが、 この関係は、第 7-ß図に示したように茎径民生長点の大きさは花序 ~qh 基部
の直笹となり、相j項 d1が大きければ db~ d uの太さになるまでの分岐回触が多〈な
るということで盟解できる。なお、 1 0花程度開花したカランコエ花序で組罪した




第7'-1表. カランコエとシ ι クロンカスミソウの直径指蝕ムの計算結果



































フラクタル次元の求め方!とはいくつかある (41)が、 己こではMorseらの方法 (45)に
したがってシ品クコンカスミソウ花序のフラクタル次元を求めた。 5月上旬から下
旬にかけて自然開花した槙準的な花序を写した写真を全紙サイズで焼き、その上に


















































































































































ベゴニプ。ルツェ Jレナでは、 BA 散布iとより花序踊1の2分岐が 3分肢となることが
あり、花序羽IJの分岐本散と総花散が増えた。ポインセチアでも、短日開始 10日後
に BA を散布すると、花序 ~illl の分岐本散と杯状花序触が増えた。 また個々の器官が
巨大イじする傾向があり、花序曲hが太し杯状花序が大きくなった。 シュクコンカス
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